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啓示の神様（ヨハネ5:30-47）
　いつでも、皆さんは今言いました「私は幸い、あなたも幸い」ということが言える存在であることを忘れない欲しいと思います。そういう意味で、皆さんはなにが人間の真の幸せ、幸福だと思っていらっしゃるのでしょうか。世の中でも「これが幸せです。こうすれば、こうなれば、そこに幸福がある」と言います。「幸福の科学」という宗教も生まれるほど、幸せについて皆、興味があり、それを求めています。でも、クリスチャンの私たちはそのような中で生まれて育ってきて暮らしてきました。そのようないろいろなものが、先に私たちの中に入って刻まれているということを覚えてください。しかし、クリスチャンの私たちは世の中で言われているようなそれが、幸せ、幸福ではないということを知ったものです。ただ、クリスチャンでいながらもそれに対して徹底的にその定義を自分の中に持っていないということが問題だと思います。もしそうであれば、それはただの理論ではありません。理論的に「そうです」と分かっていても、心から実際に本当の幸せはこれだ、世の中で言われていることとは違うのだということが徹底していないと、クリスチャンでありながらも結局、一回限りの人生がいつまでたっても葛藤や困難が消えません。いつも混乱していて迷いつつ葛藤を覚えるようになるしかありません。それは人が悪いから、人が弱いからではなく、なにが幸せなのかについてあいまいなのです。聖書が教えているにもかかわらず、講壇から牧師が強調して、またイエス様もそのようにはっきりとおっしゃったにも関わらず、それを聞いて「ああ。なるほど、そうなのだ」と理論で留まっていて、実際にはそのように思っていない場合が多いです。それがなぜわかるかというと、お金が無くなると皆、不幸だと思うのです。皆さん、元気に家族団らんで過ごす、それはよいことです。家族の中でいろいろなトラブルがあるよりはそちらのほうがよいかもしれません。でも、正確に申し上げると良いとも限らないのですが、だいたい私たちはそのような者が幸せだと思っています。あまりにも貧乏な家庭で生まれてお金に困っていた人は、お金があれば幸せになるだろうと思います。病弱な人は健康が幸せだと思います。でも、お金をいっぱい持っていて、生活になんの不便もない人が病気になってしまった場合は、「お金などいらないよ。健康がなければなんの役にも立たないです」という話をよく聞きます。だから、「健康こそが幸せだ」と言います。その人がもし健康を取りも出した場合に、それで幸せでしょうか、私たちは理論的にはそうではないとたくさん聞いて頭の中にあるのですが、実際には「こうなれば幸せだろう」と思います。親の愛情をあまり受けていない人は愛情をたっぷり受けて暖かい雰囲気、そのような胸の中で生きていくということは幸せだろうと思います。でも、本当に愛情をたっぷりもらって、自分の心も周りもあたたかい状況で育ち生きていくものは幸せなのでしょうか。皆さん、そこを適当に「そういうものですよ。一課、終わりました」という感じではなく、クリスチャンとして一番大切です。徹底しないといけません。別に健康や財力や学歴などを否定するわけでもないし、それは必要なものであることは否定しません。でも、徹底的にだからこそ幸せでしょうか。子どもが親の望んだとおりに順調に育って成功の道を、成功街道を走っていくとなれば幸せだと思うでしょう。逆に子どもが親の思いとは裏腹に非行に走ったり、病気になってしまったり、事故に遭ったりするとそれが不幸だと思います。だから、その反対の方が幸せだと思って、その幸せを求めて皆さんの人生を費やして全力投球しながら頑張っていらっしゃるのではないでしょうか。それが本当に幸せでしょうか。それを否定するつもりはありません。ここがある意味、すべてだと思います。勉強は悪くありません。皆さんの才能をきちんと生かして花を咲かせるということ、そして、社会から認められてそれが社会の貢献にもなるということはものすごく有意義なことに違いありません。だからといって、それが幸せでしょうか。中には「どんなに悪い環境で、貧乏人から無視されても、自分で幸せだと感じれば幸せだ」と思います。本当に幸せだと感じればそれが幸せでしょうか。そのような話が世の中では1秒ごとに飛び交っています。そのような世の中を私たちは生きているわけです。大学を卒業し、大手企業に就職し認められる人間になれば幸せ。そうでなく、就職もできず、2，3回浪人したりするとそれは不幸でそっちは幸せだと皆思っているでしょう。違いますか。旦那さんに愛されると幸せ、そうでないと不幸と思っているのではないでしょうか。奥さんに細かに気を使ってもらえれば幸せな人間、そうでなければだめとなっているのではないでしょうか。そういうことを基準にしていつも判断し、それに左右され振り回されて今まで生きてきたのではないでしょうか。聖書ではこのように言っています。人間の幸せはそれが必要でそれを否定するつもりはありませんが、幸せと直線関係ないと言っています。人間というのは獣や犬や猫などの動物ではないので、神のかたちに作られた特別な霊的な存在なので、真の創造の神様と一緒にならない限りは幸せというものはありえないものなのです。それが聖書の基本です。でも、クリスチャンにしか理解できないものなのに、私たちにはそれが自分の告白になっていません。だからいまだに幸せのために何を求めて、また何が理由で不幸だと思っていらっしゃいますか。この部分ははっきり分けて考えないといけません。なぜかというと、神様が一緒ではない、その神を失い、神様と離れているということは、世の中で幸せと言っているすべての条件が揃っていたとしてもその人は地獄の運命です。その人は滅びの運命、呪いの運命に捕らわれて一歩も自力で出られません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。自分の努力とまったく関係ありません。それで世の中では運命という言葉を使います。ですから、多くの人が精神的にも肉体的にも様々なトラブルの中を生きていくようになります。その根底の方には幸せの基であられる神から離れてしまった結果です。だから、人間という存在は作りがそのようになっています。物や人の愛情や社会のシステムや福祉、学歴、勉強の知識、あるいは自分の野望が達成される達成感などによって幸せにはなれない構造なのです。元々、人間の心の中には大きな穴が空いていて、神以外には埋められない存在です。これから私たちが勝利の人生を歩んで行くための一番の基本です。ですから、聖書が教えている真の幸せは人に認められることでもありません。
ある人は小さいときに順調に育ったので幸せ。それと反対にぐちゃぐちゃな環境でそのような経験をしながら心に傷を受けて育ったような者は「自分は不幸だった」と思うのですが、本当にそうでしょうか。そこがなぜクリスチャンでありながらも変わらないのでしょうか。そこが変わることをいやされると言います。皆さんが小さいときに殺されるような危ない目に遭ったとしても、人には言えないショックになるような、一生消えない傷になるような事件に遭遇したとしても、だからといって不幸でしょうか。そのような事がない人は幸せだと比べて比較しながら余計に心の悩みを抱え、人間関係の問題をもって、結局、人生がぐちゃぐちゃになるようになってしまうでしょう。それは違います。どっちにしても人は神様と出会わない限りは不幸です。どっちにしても、それは外見だけであって滅びの運命に捕らわれていることには違いありません。同じです。だから、真の幸せ、人生の幸せというものはそのどうにもならない滅びの、呪いの運命から完全に解放されることが幸せであり、そのためには神様と出会って、神様と一緒になることが幸せです。そうならない限りはそうなりません。これこそが幸せです。これをよく覚えて、そして、これが人間の幸せだということをだれよりも神様ご自身がよくご存知です。神様は私たち人を愛しておられる方です。それで神様はこれをだれよりご存知なので私たちに真の幸せを与えようと望まれる方です。そして、神様にしかこの真の幸せは与えることができないものです。人や物によってつまずいたりするようなところから早く逃げ出していただきたいと思います。どうにもならない呪いの運命から解放されて、真の神様、創造の神様と出会い、一緒になってその神様の祝福の中にいるということこそが人間の幸せです。犬は食べ物があって暖かい寝床があれば幸せです。それは幸せという言葉は使わないでしょうが、私たちは犬でしょうか。これは世の中でどんなに話をしても、世の中では通じません。世の中では猿が進化して人間になったと信じ込んでいる邪悪なところなので、人間はそのような動物ではありません。尊い神様と似た神のかたちです。クリスチャンである私たちだけがこれを理解できる存在です。それで、人の幸せのことをだれよりよくご存知の神様が私たちを愛し、私たちが真の幸せが得られるように、私たちが偽物の幸せのためにさまようことを終わりにして真の幸せに預かることを望まれ願う方ですのでそれを与えることにしました。それをよく覚えていないといけません。つまり、真の幸せを神様が与えることができるのですが、それはどうにもならない滅びの呪いの運命から解放されるようにすることでしょう。
それがいつから始まったのかというと聖書の創世記3章のアダムとエバのときから始まっていて、今に至るまでずっと続いているし地球が終わるまで変わりなくずっと続きます。だから、皆さんも少しだけ吟味すれば、時代が変わってなにがどう変わろうが人の問題は変わりません。それに気づかないのでしょうか。神様は人の幸せを願い、人に幸せを与えようとしてこの創世記3章の神から離れた途端に罪によってもたらされた滅びの、のろいの運命の力を完全に解決することにしました。その方法として約束されました。その次に聖書の創世記3章15節のところを見ると、女の子孫が生まれ蛇の頭を踏み砕くことによって、その滅びの呪いの運命の力を無くしてしまう、そこから解放させると約束されました。このすべてが目に見えない悪魔によるしわざなので、その蛇を利用していた悪魔を象徴して蛇の頭とおっしゃったのです。これが神様が真の幸せを全部を失ってしまった人に、真の幸せを与えようとして約束された内容です。つまり、この女の子孫という言葉は、言葉を別に変えますとキリストということです。神様は人の幸せのためにキリストをとおして人に救いを与えます。キリストをとおしてなにをどうしても得られない真の幸せをあなたがたが得られるようにすると神様は約束されました。キリストとはどういう意味なのでしょうか。なぜキリストにそれができるのでしょうか。
キリストには3つの意味があります。一つ目は真の王様です。偽物の王様である悪魔の頭を踏み砕いて勝利されるということです。二つ目は祭司という意味がありますが、祭司は罪の問題を清めるという役割です。このすべてが罪によるものだからです。三つ目の預言者という意味は、神から離れている者がまた神様に戻ってくるようにその道となる、神の御声を語るという意味があります。真の幸せの条件を揃えていらっしゃるという意味です。それがキリストです。そのキリストをとおして人の問題を解決し、人を不幸の運命から引き上げて、神様ご自身がまた人とともにおられることによって、真の幸せをもたらす、真の幸せを与えられると約束し、それを実行されるようになります。そして、大切なのはこのほかに幸せの道はないとおっしゃいました。道はただキリスト1本しかありません。世界中でこのキリストの他に私たち人間が救われる道、つまり、幸せを取り戻す道はどこにも与えられたことはありません。よく覚えていてください。神様が私たちに幸せを与えられます。そうすると約束されました。また、その約束を成し遂げるために実行に移していらっしゃいました。「キリストをとおしてあなたの人生の不幸を無くし、あなたの人生の滅びの運命を無くして、あなたとともにいる。あなたを幸せにする」と神様は約束され、それを本当に成し遂げられる方です。そして、大切なのはこれより重要なこと、テーマは宇宙にないでしょう。それを皆さんがキャッチしないといけません。

そして、この重要な事実を神様は私たちに知らせる方です。知らない限りはわからないでしょう。神様がそうすると、どんなに神様ご自身がやったとしても私たちが知らない限りはわかりません。私たちが本当の幸せに預かるために神様は神様ご自身がそれをなさると約束して実行しながら、そのようなことを全部私たちに知らされる方です。それを別の言葉で啓示と言います。ドラマの刑事、デカではありません。啓示という言葉を覚えてください。神様は啓示の神様です。知らせるのです。なんと感謝な事でしょうか。ありがたいでしょう。きちんと教えて知らされるわけですから。どのようにそれを知らされたのでしょう。また啓示の内容は何でしょう。まず、人間の幸せは神がともにおられることで、これが希望です。でも、それは全部破れて人はどうにもならない不幸のどん底に捕らわれています。自力では抜け出すことができません。神様ご自身が真の幸せを与えます。キリストをとおしてその幸せがあなたがたに届くようになります。これが啓示です。それを知らせるために、これより重要な大事な知らせはありません。アメリカのオバマ大統領が日本の総理大臣が訪問するというニュースより100億倍重要なニュースです。神様が幸せになれない、そのまま地獄に行くしかない運命に捕らわれ、地上に生きている間にも精神的にも様々なトラブルや、いろいろな悩みを抱えてアップアップするしかない私たちをそこから救われて、真の幸せの世界へと導かれる、このニュースです。これを啓示と言います。それを神様が知らせるために、まず神様の文字がないときに御声をとおして知らせたこともたくさんあります。ときにはこれは神様にしかできないでしょうと思うしかない様々な奇跡をとおして知らせました。ときには紅海を分けるとか、岩を打ったのにそこからいのちの泉があふれ出たとかよくご存知の様々な奇跡があります。食べ物で困っていたときにマナを降らせて、皆マナを食べてお腹が満腹になるようにしたとか、普通に自然現象では考えられない、それを超える奇跡をとおして神様はキリストをとおしてあなたがたに真のキリストを与えられるのだということを知らせました。ときにはいろいろな事件、事柄をとおして、一番多いのは預言者などの人を立てて、人の口をとおして知らせました。それから、アダムのときからずっと流れている歴史そのものをとおして、神様はそのようなことを啓示なさって知らせます。歴史を見るとなにが見えるかというと、「人間にはキリストの他に希望はない。神様はキリストをとおして人に真の幸せを与えられる方なのだ」ということは見えてきます。文明の発展でも、政治をどんなに磨いて頑張っても人は幸せにならないというのが歴史の証言ではないでしょうか。そういった様々な道具、ルーツをとおして神様は宇宙で一番重要な救いの知らせ、真の幸せのための知らせを私たちに与えられました。

そう言った内容を全部まとめて文字をとおして記録に残したものを旧約の聖書と言います。だから、とても大切でしょう。旧約の聖書を見るとなにが見えるのでしょうか。今申し上げました神様の啓示の様々な内容を全部まとめて私たちのために記録として残されました。それが聖書です。特に旧約の聖書です。旧約の聖書は神様が私たちになにかを知らせるための最高の道具です。なにを知らせるのでしょうか。あなたがたは希望のない罪人です。神様があなたを愛してあなたがたをその罪より救いだし、真の幸せ、神があなたとともにおられる、新しい人生に変えられるその幸せを与えるということが書いてあります。先週もある方がイエス・キリストを受け入れました。その前に「聖書を読むとなにがなんだか難しくてわかりません」と言いました。それは信じる前だから当たり前でしょうが、信じて30年経っている皆さんも「聖書を見ると眠くなる。よくわからない」とかおっしゃいますが、その理由がなにかと言うと神の啓示がなにかわかっていないからです。旧約の聖書は実は、時代が、事件がいろいろ変っていてもメッセージはひとつです。「神様は罪人であるあなたがたを愛し、あなたがたには方法がない救いと真の幸せをキリストをとおしてあなたがたに与えられる方です。それを徹底的に守られる神様です」ということが書いてあります。それを基準にして、軸にして聖書を見てみようとしてみてください。そうすると面白いです。先週、受け入れたばかりの人に「とりあえずヨハネの福音書から読みなさい」と言いました。これから、こういうことを基準にしていると聖書がよく見えてくるようになります。神様はなにを今示そうとしていらっしゃるのか、それが見えてこないと意味がないのではないでしょうか。後で申し上げますが、旧約の聖書を命のように思っているユダヤ人は聖書を丸暗記しながら徹底的に文字ひとつひとつを守ろうとしながら聖書をまったくわかっていません。つまり、神の啓示が彼らには見えないのです。啓示がなにか分かっていません。その啓示をまとめた内容が聖書であり、特に旧約の聖書です。それから、その時期が終わって、約束の唯一の希望である救いの鍵であり、真の幸せの鍵であられるキリストが世に来られました。これはビックニュースです。これより大きなニュースはありません。それを神様は知らせるのです。私たちを愛していらっしゃるので「来たのだよ」と神様は知らせます。もうこれ以上待つ必要はない。もうこれ以上、迷う必要はない。これ以上、羊を殺して礼拝を捧げたりするのはもう終わった」ということを神様は知らせたいのです。それを天使をとおして知らせました。それがクリスマスです。まず天使をとおして。それから、その来られた方がだれなのかというとイエス様です。処女マリヤから生まれたイエス様がそのキリストだったのです。つまり、人間の救いと真の幸せの鍵、唯一の鍵であるキリストがイエスだったのです。あの馬小屋みたいなところで生まれたそのイエス、赤ん坊のイエスが実は赤ん坊ではなくキリスト、その方だったのだと天使が知らせました。それをグッドニュースと言い、そこからゴスペルという言葉がそこから生まれました。英語でエヴァンゲリズム（evangelism）というのがあります。エヴァンゲリオンの天使がたくさんいたということでそれがゴスペルということです。福音、グッドニュース。それがグッドに聞こえるかどうかの問題です。神様は救いと幸せを約束し、それからは啓示なさる方です。覚えていてください。
それから、イエス様が30歳になったころに、６か月前に先に遣わされたバプテスマのヨハネという人がこのイエス様のことを証言しました。「神様がキリストをとおして幸せと救いを与える」とおっしゃったのですが、「そのキリストが来た」と天使がまず知らせ、そして、ヨハネをとおして「そのキリストが来た。私の後ろからこられるイエス様、その方がそのキリストなのだ」とバプテスマのヨハネの口をとおして神様は啓示されました。知らされました。これが方法です。それから、徹底的な方法をイエス様は今日おっしゃいます。「あなたがたがバプテスマのヨハネから真理について聞いたでしょう。それがわたしの話だ。でも、バプテスマのヨハネの証言がなくても別にかまわない」とイエス様ご自身がおっしゃいました。神様があなたがたの救いと幸せのために啓示を知らされるのですが、その方法がなにかというとイエス様ご自身をとおして自ら神様が知らされます。つまり、イエス様をとおしてなされるわざをとおして神様はあなたがたがしっかり分かるように示されました。これが啓示の中の徹底的な最高の啓示です。イエス様ご自身をとおして水の上を歩いたり、海に波風向かって「静まれ」とおっしゃると静まってきたり、死んでいる者に「お墓の中から出てきなさい」とおっしゃると死んでいた者が３日も経っていて腐っていたのに生き返って出てきたり、その直前には３８年間、治らない不治の病を患っていた人を言葉ひとつでいやされました。このようなことがなにを意味するかというと、神様がイエス様のなさるわざをとおして今、人間におっしゃっているのです。このイエスがキリストだと。啓示の意味は神様ご自身が神様にしかできない、人間の幸せ、人間の救いのためにキリストをとおしてそれを与えるという啓示なのですが、その啓示が完成されイエスがそのキリストでイエスがそれを全部なさるのです。つまり、イエスこそがキリストなのです。イエスこそがあなたがたの幸せです。イエスこそがあなたがたの救いです。イエスこそが唯一の希望です。イエスこそが約束された女の子孫、その方です。このように知らされることを啓示と言います。それをバプテスマのヨハネをとおして、天使をとおしてなさったのですが、徹底的にはイエス様ご自身をとおして神様がバンバンと知らされました。だれが見ても神様はバンバンとスピーカーをもっておっしゃったのに、問題はそれにどう反応するかです。　

今申し上げました、天使をとおして、バプテスマのヨハネをとおして、またイエス様ご自身、またわざをとおして神様が「イエスこそがキリストなのだ。イエスこそがあなたがたの希望、救い、幸せなのだ」と知らせた内容をまとめて文字にしたものを新約の聖書と言います。記録に残したものです。私たちは２０００年前に生きていた者ではないので、来る世々において人間の幸せ、人間の救いのために記録して残しました。この聖書の記録を全部まとめると何でしょうか。「イエスがキリストだ」これが神様が知らせたいことです。そのためにあります。つまり、それさえ正しく聞こえてくればその人は地獄から解放され、その人は滅びの運命から解放され、その人は真の幸せに預かり本当に神様とともに一緒になって、永遠のいのちの祝福に預かるようになるということでしょう。これが神様のやり方です。つまり、神はキリストをとおして救い、幸せを約束し、それを実行なさってイエス様がそのキリストとしての働きを全部終えられました。こういったすばらしい祝福を私たちのものにするために神様は知らされる方法を選びました。啓示されました。世の中において本当に幸いなもの、本当に幸せな者はこの神の啓示が聞こえてくるもの、神の啓示が信じられる者、神の啓示を受け入れる者が幸いな者です。神の啓示は何でしょう。イエスはキリストです。これが啓示です。黙示録１章３節を見ると、この啓示の御言葉を聞いた者、見た者、守る者は幸いな者だと言われています。冒頭で皆さんに問いかけました。皆さんなにが幸せだと思っているでしょうか。本当に心からどう思っていらっしゃるのでしょうか。そこを変えないといけません。本当の幸せがなにか分かれば神の啓示が聞こえている者が幸せな者、つまり、イエスがキリストだということが聞こえてきて、それを心から信じられる者、その人は旧約の聖書の御言葉がその人の中に入っている者なのです。わかりますか。つまり、言葉を変えますともしその人が旧約の聖書、神の啓示、それを本当に信じて、それを心に持っているのであればイエスがキリストだという啓示が聞こえてくるはずです。でも、ユダヤ人はどうだったでしょうか。旧約の聖書から永遠のいのちのために知られていて、徹底的に守り、旧約の聖書は唯一、ユダヤ人だけに与えられていました。それを貰っていたのはなんと幸いで特権でしょうか。それにもかかわらず旧約はすべて丸暗記し、だれよりもよく分かっているつもりなのですが、目の前にいるイエスがキリストだと神様が啓示なさっているのにそれは聞こえません。つまり、旧約の聖書は彼らの心にはありません。聖書を持っていれば、聖書を研究すれば分かるというのは嘘です。これは神の恵みであって今の時代はこの聖書を学問的にものすごく徹底的に調べて研究します。それは悪くありません。その結果、そういう博士の方々が教会の指導者となり、牧師を指導する立場になりますが、その方々がイエスがキリストだと言うことが分かっていません。彼らは聖書の研究をしたことにはなりません。このように勘違いしてはいけません。今、イエス様がおっしゃっているでしょう。あなたがたの中に神の言葉がないと。ユダヤ人は理解できません。「私たちより神の御言葉を愛する者がどこにあるのか」。どこまでおっしゃるのでしょうか。「あなたがたには神の愛がないので」。彼らは神を愛することにはいのちを懸けるつもりです。でも、いのちを懸けるかどうかに関係なく、今、目の前に来ていらっしゃるイエス様が、2千年前に十字架にかけられよみがえられたイエス様がキリストだという神の啓示が聞こえてこない限りは、彼らの中に神の愛はありません。逆に言いますと「イエスがキリストです」という啓示が聞こえてくる者は、旧約の聖書を一度も読んだことがなくてもこの御言葉が丸ごとその人の中にある者であり、その人は「神様、愛します」と告白したことがなくてもその人は神を愛する者です。分かりますか。だれが幸せなのか。イエスがキリスト、これが啓示です。ですから、どのような過去を歩いてきて、今どのような悲惨な状況であっても関係なくありません。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われます。だれでもイエスの御名を信じる者は幸せになります。心の貧しい者は幸いです。天の御国がその人のものだからです。天の御国は神様がその人と一緒にいるということで、それを聖書は幸せと言います。皆さん、ここを徹底しない限りは、今の短い間の今日の講壇のメッセージもなかなか理解できないし、毎週、毎回のメッセージが自分のものになりません。残念ながらユダヤ人でもないのに、クリスチャンなのにくやしいことにそれが聞こえてきません。啓示が聞こえてきません。聖書を神様の御心のために神様はなにを喜ばれるのでしょうか。いろいろ気にするのでしょうが一切関係ありません。そのすべてはイエスがキリストだと信じてもらうためにあるものです。それを信じれば御言葉を全て守ったことになります。あまり気にしないように。よいか悪いかという話はずっと後のことです。イエスがキリストであるという信仰、告白、この重さ、大きさを抜きにして「私は正しいでしょうか。これでよいのでしょうか。間違いでしょうか。礼儀正しいでしょうか。どっちでしょうか」とそればかりこだわると精神的におかしくなります。悪魔の好都合です。だまされないように。なにがなんでもかまいません。「私は旧約の聖書を読んだことがありません。読んでもよく分かりません」というのは気にしないでください。イエスがキリストであることを皆さん、心の中で分かって信じたとすれば、旧約の聖書は丸ごと皆さんの心の中に入っています。約束します。守らなくてもよいのでしょうか。いいえ、守らなくてもよいという意味ではありません。守ることがイエスを信じることです。どれほど神様はキリストに集中して、イエス・キリストの全部をまとめていらっしゃるのかということを覚えてください。なぜでしょうか。幸せはそこしかないのです。ここまで神様はおっしゃいました。「彼らはモーセの律法によく従っている。もしあなたがモーセの律法に従っていればわたしのことを信じたはずだ。モーセの律法が結局、キリストを指してそのキリストがイエスですと、同じ啓示の神様が、モーセをとおして啓示なさった神様が、イエス様をとおして結論の啓示をなさっているのになぜ聞こえないのか。あなたがたはモーセを聞いていない。律法など一度も守ったことがない存在なのだ」とおっしゃっています。律法を守ったのであれば、守った、守らなかったではありません。「キリストしかない。イエス様はそのキリストです」が聞こえてきます。旧約の律法を守れば。イエス・キリストを信じること以前にその他に議論すること、争うこと、正しい、正しくない、ああだ、こうだと一部分では一理あるかもしれませんが、そのようなことを変えてください。皆さんに損です。まずイエス・キリストです。
今日、イエス様がおっしゃっているのは旧約の聖書を正しく理解していれば、神様を愛する人であれば、モーセの律法に従っている人であれば、今の私をとおして神様が知らされる啓示が聞こえてくるはずです。イエスはキリストです。それゆえ、イエスに従い、疲れて重荷を負っている者は私のところに来なさいと言う招きの声が聞こえて、それに従順するようになり、イエス様を受け入れるようになるはずです。それでその人はその人の能力、才能と関係なく、人格とも関係なく、真の幸せの主人公になり、真の永遠に変わらない幸せを所有する神の子どもになるはずです。神様はそれを望んでいらっしゃいます。私たちに重荷を負わせて、守るか、守れないかを望遠鏡みたいなもので見て観察する方ではありません。最初からイエス以外には幸せはありません。イエスを信じなさい。他には議論しないように。これに「でも」という言葉をつけないでください。イエスを信じることがすべてです。そこから、古いものは過ぎ去ってすべて新しく始められます。

最後にもう一度言います。幸せは神様とともにいるということです。そのときに私たちも知らないでいた滅びの、のろいの運命から解放されます。それがキリストにあります。そのキリストが来られて、イエスがキリストです。これが聞こえてくるように神様は啓示なさいます。これが聞こえてきた場合は、実はその人の中にもうすでに聖霊様が入って来られてその人を動かしたという証拠です。つまり、全部まとめると幸いな人がだれかというと神の啓示、イエスがキリストという啓示が聞こえてきて信じられる人が幸せの人です。その人に神様は天と地のすべての祝福を約束されます。これが啓示です。聖書は難しくありません。そうならば結論です。イエスがキリストだと告白している方であれば、そうでない方はまずイエス・キリストを信じていただきたいと思います。そして、その告白が自分のものであれば、その人はこれから決心してください。これから、自分の人生、過去を含め、今現在、これからの残りの生涯、自分の人生の中で不幸という単語は全て消しましょう。なにがあっても私たちに不幸はもう終わりました。皆さんは神の啓示に預かったのです。その啓示は幸せを与えるための啓示です。幸せが来たわけですから。なにが幸せなのか、その考え方が変わっていないゆえに混乱しているだけであって、それさえ切り替えれば、皆さんが他のなにかによって幸せ、不幸を天秤にかけるようなまねは止めてください。自分の人生の中で、自分の人生の辞書の中に不幸という単語は全部消しましょう。たとえ死の影の谷を歩いたとしても、濡れ衣を着せられ刑務所に入ったとしても不幸ではありません。不幸という単語に引きずられることがないように。たとえ癌を宣告されたとしてもイエス・キリストを受け入れた人はそれも幸せです。徹底的にしましょう。ここがスタートです。皆さんはそのような存在です。そうしないと、また違う何かに振り回されるようになります。不幸という単語に振り回されないで、イエス・キリストの中にある、神様から与えられている大きな祝福があります。それを自分のものだと告白し、思う存分味わい楽しむことを決心してください。しかも、優先に楽しむことです。なにがあっても先にこれをまず楽しんで喜んで告白し楽しむことを決心してください。本当です。そうすると、皆さん、残りの生涯が違うものに見えてくると思います。

最後です。このような存在なので聖書をとおして神の啓示が正しく聞こえてきた。学校の勉強で成績がビリであっても、イエスはキリストですと聞こえてくる者は神の啓示が聞こえてきたわけですから、最高に知恵のある者です。自分自身を責めないように。これから自分自身を褒めてください。皆さんの力ではありませんが、神の恵みを褒めたたえて自分自身を褒めてください。いろいろなことに振り回されないで優先に真っ先に褒めてください。それで残りの生涯、祝福の存在ですから伝道ひとつだけを生きる理由として残して、それに人生の方向を固定するようにしましょう。「他は全部無視するのですか」違います。他のすべてが全部生かされるためです。でも、他のことは理由にもなりません。今日4時ごろ、東京インマヌエル教会で大学生の集まりがあり、そこでメッセージをしますが同じことを言うつもりです。勉強は大切です。勉強は理由ではありません。皆さんのやりたい野望、家族愛、それも生きる理由でもありません。その区別がしっかりしないといけません。生きる理由は1個しかありません。伝道しかありません。キリストしか世の中には希望がないから、子どもが正しく育つようにというのは理由ではありません。どちらに育つかは結局は神の御手にあります。生きる理由は勉強することも、会社に就職することも、結婚することも、子どもが生まれることも、子どもを育てることも、健康のために気を使うことも、病気になることも、すべてが伝道のための伝道ひとつの理由です。会社に行き、その理由が分かっていないでお金を儲けて給料を貰うことが理由になっていると、クリスチャンとしては悲惨な目に遭うようになるでしょう。捨てられて、踏みつけられて、いつも額の方に靴底のあとが残るようなことになります。現場のほとんどのクリスチャンがそうです。学生が学校に行って、勉強だけを理由にしていればクリスチャンはみじめな目に遭うようになります。勉強をおろそかにするという意味ではありません。逆に最善を尽くすようになるでしょうが、理由は勉強ではありません。学校でまだ滅びの運命に捕らわれどうにもならず、真の幸せが何かも知らないで、偽物の幸せのために人生を費やしているかわいそうなたましいがたくさんいるから、彼らを思って彼らに神の国が臨まれました。真の幸せが臨まれることを祈り、そのためにそこにいるわけです。そのために勉強にも祝福を与えられるでしょう。別に与えられなくても構わないのですが、それが筋合いです。ここをしっかりしないといけません。皆さん、イエスがキリストですと言う啓示が聞こえてきた皆さんは耳にタコができるくらい聞いていて何ともないと思うかもしれませんが、今、世界中の９９％の教会でもこの話が聞こえません。今、非常事態なのです。そのような時代的背景の中での自分自身がどれほど幸いな者で、どれほど今貴重な存在なのかを覚えて伝道というひとつの理由だけを残す、そのような人生になりましょう。そのために祈ります。難しくありません。祝福を覚えて皆さんの周りの人、かかわりのある人、彼らに救いが臨まれるように心に入れて祈るだけでよいのです。その祈りを現場で祈るクリスチャンがいないのです。というのはさかのぼっていきますと、結局、幸せに対しても間違っているというところにまで行くわけです。だから、余計なことに今気が捕らわれていて、「幸せだ。不幸だ。どうしよう。ああ、よかった」としていることです。そうしている暇がありません。私たちは死の影の谷を歩いていても幸せです。イエスがキリストだと分かったので。だから、そこでも伝道のために祈ることしかありません。やってみてください。皆さん以外にはありません。本当です。そのために神様は今の時代、私たちは本当に外見を見るとみじめなものばかりなのですが召されました。プライドをもってその祈りを始めていただきたいと思います。他のなにかに振り回されないように。人生が変わることを体験するようになるでしょう。

（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も聖なる日、兄弟姉妹とともになにが幸せであり、神様が真の幸せのためにキリストを与えられ、イエスがそのキリストであると啓示なさって、その啓示が聞こえてくる幸いな者である、神に選ばれている者であるということを確認して感謝いたします。兄弟姉妹は今日から不幸という単語を消して、いつも真っ先にキリストにある祝福を味わうことに専念し、残りの生涯、伝道というひとつの理由を残して人生の方向を固定することができるように祝福してください。もう一度、主に心から感謝を申し上げます。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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